
第１会場：国際会議場 
プログラム 会 長 講 演 

11 月 13 日(土)  8:45~9:05 

「線維筋痛症の全人的医療をめぐって」 

   村上正人（日本大学附属板橋病院心療内科） 

 

プログラム 理 事 長 講 演 

11 月 13 日(土)  9:05~9:30 

座長：松本美富士（藤田保健衛生大学七栗サナトリウム内科） 

「線維筋痛症診療ガイドラインの読み方と使い方」 

西岡久寿樹（東京医科大学医学総合研究所） 

 

プログラム 教 育 講 演 

教育講演① 

11 月 13 日(土)  9:30~9:55 

座長：加藤智啓（聖マリアンナ医科大学生化学） 

「線維筋痛症の痛みの分子生理・薬理学」 

植田弘師（長崎大学医歯薬学総合研究分子薬理学） 

 

教育講演② 

11 月 13 日(土)  9:55~10:20 

座長：今野孝彦（豊和会札幌病院リウマチセンター） 

「難治性疼痛に対する求心性入力遮断の意義―末梢神経ブロックの鎮痛機序―」 

加藤実（日本大学麻酔科） 

 

プログラム 一 般 演 題 

■第 1 日 11 月 13 日（土） 国際会議場 10:20~11:00 

一般演題１ 座長：辻内 琢也（早稲田大学人間科学学術院） 

1．叔母と姪で発症した線維筋痛症の治療経験 

白沢整形外科病院 

○白澤 榮嗣 

2．当院通院中の線維筋痛症患者の家族背景と病勢 

一部リウマチ科内科クリニック 

○織部 元廣 

3．カナダ国民において線維筋痛症の病名を知っている人の割合 

廿日市記念病院リハビリテーション科 



○戸田 克広 

4．本邦リウマチ医における線維筋痛症の診療実態 

藤田保健衛生大学七栗ｻﾅﾄﾘｳﾑ 内科 1)、聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学 難病治療研究ｾﾝﾀｰ 2)、 

東京医科大学医学総合研究所 3) 

○松本 美富士 1)、岡 寛 2)、西岡 久寿樹 3) 

 

■第 1 日 11 月 13 日（土） 国際会議場 11：00~11:50 

一般演題 2 座長：戸田 克広（廿日市記念病院リハビリテーション科） 

 

1. 間欠的酸素吸入のみで経過観察をしている線維筋痛症の１例 

横浜元町女性医療クリニック・LUNA1)、日本大学グローバルビジネス研究科 2)、 

横浜市立大学大学院医学部泌尿器病態学講座 3) 

○関口 由紀 1)、長崎 直美 1)、畔越 陽子 1)、槍沢 ゆかり 1)、坂田 壽衛 2)、窪田 吉信

3) 

 

2．多発性胃潰瘍に伴う幽門狭窄で経口摂取困難となった線維筋痛症の１男児例 

横浜市立大学附属病院小児科 1)、横浜市立浦舟特別支援学校 2) 

○菊地 雅子 1)、原 拓麿 1)、宮前 多佳子 1)、今川 智之 1)、横田 俊平 1)、 

奈良 精悟 2) 

 

3．院内学級教師からみた線維筋痛症の一男児例 

横浜市立浦舟特別支援学校 1)、横浜市立大学附属病院小児科 2) 

○奈良 精悟 1)、菊地 雅子 2)、原 拓麿 2)、宮前 多佳子 2)、今川 智之 2)、 

横田 俊平 2) 

 

4．疼痛広域化を伴う異型痛に抗精神病薬 aripiprazole 併用が有効だった症例 

痛みと内科の大久保クリニック 1)、獨協医科大学 精神神経医学教室 2) 

○大久保 義則 1)、佐伯 吉規 2) 

 

 

プログラム カレントトピックス 

カレントトピックス① 

11 月 13 日 11:50~12:15 

座長：大久保義則（痛みと内科の大久保クリニック） 

「エビデンスからみた国際的な治療の動向―エビデンスの重要性と実際の診療との差―」 

戸田克広（廿日市記念病院リハビリテーション科） 



カレントトピックス② 

11 月 13 日（土） 14:10~15:00 

座長：西岡久寿樹（東京医科大学医学総合研究所） 

1「線維筋痛症の米国リウマチ学会(ACR)予備的診断基準について―内科の立場から―」 

松本美富士（藤田保健衛生大学七栗サナトリウム内科） 

 

カレントトピックス③ 

2「2010ACR 予備診断基準が示唆するもの～精神科医の立場から～」 

臼井千恵（順天堂大学 精神医学教室） 

西岡久寿樹（東京医科大学医学総合研究所） 

 

プログラム 教 育 講 演 

教育講演③ 

11 月 13 日(土)  15:00~15:25 

座長：加藤実（日本大学麻酔科） 

「線維筋痛症に対するオピオイドの適正使用について」 

山口重樹（獨協医科大学麻酔科） 

 

プログラム 一 般 演 題 

■第 1 日 11 月 13 日（土）午後 国際会議場 15:25~16:05 

一般演題 3  座長：武井 正美（日本大学医学部血液膠原病内科） 

 

1．「頸肩腕症候群・線維筋痛症」の診療の中でのリウマチ性多発筋痛症 

新小岩わたなべクリニック 

○渡辺 靖之 

 

2．全身性エリテマトーデス（SLE）に合併した線維筋痛症（FM） 

医療法人十全会 おおうらクリニック リウマチ科 

○神谷 まり子、上原 りよ子、赤嶺 正樹、大浦 孝 

 

3．線維筋痛症症例におけるリンパ球サブセットの検討 

岐阜大学 整形外科 1)、岐阜大学 病態情報解析医学 2) 

○佐藤 正夫 1)、清水 克時 1)、竹村 正男 2) 

 

4．顕著な摂食障害・体重減少を呈した若年性線維筋痛症症例の検討－神経性食思不振症と

の相違について― 



横浜市立大学小児科 1)、横浜市立大学児童精神科 2) 

○宮前 多佳子 1)、菊地 雅子 1)、横田 俊平 1)、 礒崎 仁太郎 2) 

 

■第 1 日 11 月 13 日（土） 国際会議場 16:05~16:55 

一般演題 4 座長：福士 審（東北大学行動科学） 

 

1．線維筋痛症患者における、笑いによる痛みの低減効果について（生理学的指標および痛

覚測定装置を用いた評価） 

日本大学医学部附属板橋病院心療内科 1)、兵庫県立大学看護学部 2)、 

日本大学歯学部口腔診断科 3) 

○小林 恵 1)、村上 正人 1)、今津 芳恵 1)、松野 俊夫 1)、金 外叔 2)、小池 一善 3) 

 

2．線維筋痛症への認知行動療法―薬物治療と平行して行い QOL・ADL が著しく向上した

１例― 

藤田保健衛生大学七栗ｻﾅﾄﾘｳﾑ 臨床心理士 1)、藤田保健衛生大学七栗ｻﾅﾄﾘｳﾑ 内科 2)、 

独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター整形外科・リウマチ科 3) 

○中川 貴嗣 1)、松本 美富士 2)、来田 大平 3) 

 

3．病者の「人生の物語」にせまる意義―医療人類学の観点から― 

早稲田大学大学院人間科学研究科・日本大学医学部附属板橋病院心療内科 1)、 

早稲田大学人間科学学術院 2)、ﾎﾟﾚﾎﾟﾚｸﾘﾆｯｸ 3)、日本大学医学部附属板橋病院心療内科 4) 

○中上 綾子 1)、辻内 琢也 2)、鈴木 勝己 2)、辻内 優子 3)、 村上 正人 4) 

 

4．線維筋痛症に対峙する医師達の苦悩 

早稲田大学人間科学学術院 1)、 

早稲田大学大学院人間科学研究科・日本大学医学部附属板橋病院心療内科 2)、 

ﾎﾟﾚﾎﾟﾚｸﾘﾆｯｸ 3)、日本大学医学部附属板橋病院心療内科 4) 

○辻内 琢也 1)、鈴木 勝己 1)、中上 綾子 2) 、辻内 優子 3) 、村上 正人 4) 

 

プログラム シンポジウム 

シンポジウム① 「臨床各科で診る線維筋痛症」 

11 月 13 日（土） 16:55～18:25 

座長：宮岡等（北里大学医学部精神科）， 

浦野房三（長野県連厚生篠ノ井総合病院リウマチ膠原病センター） 

演者： 

1．班目健夫（東京女子医科大学附属青山自然医療研究所ｸﾘﾆｯｸ）、 



田中朱美（みやざきﾎｽﾋﾟﾀﾙ） 

2．五島史行（日野市立病院）、中井貴美子（慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科）、 

小川郁（慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科）、村上正人（日本大学板橋病院心療内科） 

3．高橋悟（日本大学医学部泌尿器科） 

4．小池一喜（日本大学医学部附属板橋病院心療内科:日本大学歯学部口腔診断科） 

5．宮岡等（北里大学医学部精神科） 

6．行岡正雄（行岡病院整形外科） 

7．福士審（東北大学行動科学） 

8．横田俊平（横浜市立大学医学部小児科） 

プログラム 一 般 演 題 

■第 2 日 11 月 14 日（日） 国際会議場 8:30～9:20 

一般演題 5 座長：臼井千恵（順天堂大学医学部附属練馬病院） 

1． 線維筋痛症に対するコエンザイムＱ１０の効果 

一心病院 内科 1)、栗原クリニック東京･日本橋・慶応義塾大学政策･メディア研究科 2)、 

東京工科大学応用生物学部 3) 

○阿部 敏紀 1)、上川床裕 1)、秋山茂明 1)、栗原毅 2)、内野晋也 3)、山本順寛 3) 

2．医療用麻薬から離脱し得た線維筋痛症の 2例 

医療法人豊和会 豊和会札幌病院 看護部 1)、医療法人豊和会 豊和会札幌病院 ﾘｳﾏﾁｾﾝﾀｰ

2)、 

○櫻庭 奈美 1)、千田 典子 1)、笹渕 弘美 1)、倉嶋 栄子 1)、鈴木 百合子 1)、青木 瞳

1)、今野 孝彦 2) 

3．線維筋痛症モデルとしての冷温繰り返しストレス(ICS)モデルマウスにおける塩酸ピロ

カルピンの効果 

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 分子薬理学分野 

○西依 倫子、荒木 康平、小川 智世、植田 弘師 

4．当院の線維筋痛症患者の特徴と治療（プレガバリンの使用経験も含めて） 

池袋内科・日本大学附属板橋病院心療内科 1)、日本大学附属板橋病院心療内科 2) 

○井上 幹紀親 1)、秋元 貴美子 1)、村上 正人 2) 

5．線維筋痛症のＳＰＥＣＴ所見およびガバペンチンの有効性の予測について 

順天堂大学医学部 精神医学教室 1)、東京医科大学医学総合研究所 2)、聖マリアンナ医科大

学難病治療研究センター3)、順天堂大学医学部 神経内科学 4)、国立国際医療研究センター

5)、 

○臼井千恵 1)、荒谷聡子 2)、中島利博 2)、西岡久寿樹 2)、八木下尚子 3)、山野嘉久 3)、西岡

健弥 4)、伊藤健司 5) 

 

■第 2 日 11 月 14 日（日） 国際会議場 9:20~10：00 



一般演題 6 座長：班目健夫（東京女子医科大学附属青山自然医療研究所クリニック） 

1．鍼治療単独で行った線維筋痛症患者に対する一症例 

明治国際医療大学 臨床鍼灸学教室 

○田中 里実、伊藤 和憲、北小路 博司 

2．鍼通電の周波数を変えることで痛みが軽減した線維筋痛症の１症例 

明治国際医療大学 臨床鍼灸学教室 

○伊藤 和憲、北小路 博司 

3．線維筋痛症の眼症状に対するＫ点ブロックの有用性 

神奈川歯科大学医科学系内科学分野 1)、山崎整形クリニック 2) 

○白石 尚基 1)、山崎 亮一 2) 

 

4．湯たんぽによる冷えの改善は FM の疼痛を軽減させる 

東京女子医科大学附属青山自然医療研究所クリニック 1)、みやざきホスピタル 2) 

○班目 健夫 1)、田中 朱美 2) 

 

■第 2 日 11 月 14 日（日） 国際会議場 10:00~10:50 

一般演題 7 10:00~10:50       座長：谷川 浩隆（ＪＡ長野厚生連安曇総合病院整形外科） 

1.「線維筋痛症患者と医療者とのよりよいコミュニケーションに向けて―セルフヘルプグル

ープ参加者の声から」 

東京大学大学院医学系研究科健康社会学・日本学術振興会 DC1)、 日本赤十字看護大学 2)、 

東京大学大学院医学系研究科健康社会学 3) 

○本間 三恵子 1)、 大宮 朋子 2)、山崎 喜比古 3)、阿部 桜子 3) 

 

2．線維筋痛症患者の外来看護の報告～主婦業に焦点をあてた一症例～ 

日本大学松戸歯学部付属病院 1)、愛知医科大学看護学部 2)、千葉大学大学院看護研究科 3) 

○伊藤 千佳 1)、土屋 光恵 1)、久松 たず子 1)、神 尚子 1)、平山 晃康 1)、  

澤 眞由美 2)、田中 裕二 3) 

 

3．線維筋痛症診療における日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師制度の意義 

藤田保健衛生大学七栗ｻﾅﾄﾘｳﾑ 内科 1)、聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学 難病治療研究ｾﾝﾀｰ 2)、 

大口東総合病院整形外科 3)、近藤ﾘｳﾏﾁ・整形外科ｸﾘﾆｯｸ 4)、松原ﾒｲﾌﾗﾜｰ病院 5)、 

医療法人虎の門会グループ統括看護部 6)、新潟県立リウマチセンター7) 

○松本 美富士 1)、岡 寛 2)、岡本 連三 3)、近藤 正一 4)、松原 司 5)、澁谷 美雪 6)、

村澤 章 7) 

 

4．線維筋痛症に対する診療科のまなざしの相違について―整形外科の立場からの考察― 



JA 長野厚生連安曇総合病院 

○谷川 浩隆 

 

プログラム 教 育 講 演 

教育講演④ 

11 月 14 日（日） 10:50~11:15 

座長：長田賢一（聖マリアンナ医科大学神経精神科） 

「線維筋痛症にどうして抗うつ薬が奏功するのか」 

蜂須貢（昭和大学薬学部臨床精神薬学講座） 

 

プログラム シンポジウム 

シンポジウム② 「線維筋痛症に対する薬物療法の考え方」 

11 月 14 日（日） 11:15~12:15 

座長:：行岡正雄（行岡病院整形外科） 

花岡一雄（ＪＲ東京総合病院麻酔科・痛みセンター） 

 

演者： 

1．山下真（中部労災病院心療内科）、芦原睦（中部労災病院心療内科） 

2．西岡久寿樹（東京医科大学医学総合研究所）、岡 寛（聖マリアンナ医科大学医科大学 

難病治療研究センター） 

3．平山晃康、佐藤祥史、森達郎（日本大学脳外科） 

4．浦野房三（長野県連厚生篠ノ井総合病院リウマチ膠原病センター） 

5．今野孝彦（豊和会 札幌病院リウマチセンター）、古屋雅三知（豊和会 札幌病院内科）、

須賀俊博（豊和会 札幌病院内科） 

 

プログラム 教 育 講 演 

教育講演⑤ 

11 月 14 日（日） 13:45~14:10 

座長：芦原睦（中部労災病院心療内科勤労者メンタルヘルスセンター） 

「線維筋痛症に対する認知行動療法の実際－線維筋痛症患者に対する認知行動療法の

コツ－」 

金外淑（兵庫県立大学看護学部心理学系） 

 

教育講演⑥ 

11 月 14 日（日） 14:10~14:35 

座長：横田俊平（横浜市立大学医学部小児科） 



「Functional somatic syndromes（機能性身体症候群）」 

福永幹彦（関西医科大学医学部心療内科学講座） 

 

プログラム シンポジウム 

シンポジウム③ 「線維筋痛症に対する全人的ケアの実際」 

11 月 14 日（日）14:35~16:00 

座長：武田雅俊（大阪大学医学部精神医学） 

永田勝太郎（（財）国際全人医療研究所） 

演者： 

1．辻内琢也（早稲田大学人間科学学術院）、 

中上綾子（早稲田大学人間科学研究科・日本大学医学部附属板橋病院心療内科） 

2．飯森洋史（飯森ｸﾘﾆｯｸ・国際心理社会実存医学研究所） 

3．花岡啓子（日本大学医学部附属板橋病院心療内科・吉祥寺通り花岡クリニック） 

4．江花昭一（横浜労災病院心療内科） 

5．永田勝太郎、長谷川拓也、真木修一、秦 忠世（（財）国際全人医療研究所 汐の宮温

泉病院） 

6．増田彰則（増田クリニック） 

7．細井昌子（九州大学心療内科） 

 

プログラム 市民公開講座 

■第 2 日 11 月 14 日（日） 国際会議場 16:15~18:15 

○村上正人（日本大学附属板橋病院心療内科） 

西岡久寿樹（東京医科大学医学総合研究所） 

「線維筋痛症の全人的医療をめぐって」 

○松本美富士（藤田保健衛生大学七栗サナトリウム内科） 

村上正人（日本大学附属板橋病院心療内科） 

「線維筋痛症治療の最前線」 

○金外淑（兵庫県立大学看護学部心理学系） 

「線維筋痛症の痛みを軽くする認知行動療法」 

 

第２会場：大隈会館 3 階 Ｎ3 会議室 
プログラム 教育セミナー（ランチョンセッション）

11 月 13 日（土） 12:30~13:30 共催：昭和薬品化工株式会社 

座長：植田弘師（長崎大学医歯薬学総合研究分子薬理学） 

演者：山口重樹（獨協医科大学麻酔科） 

 



プログラム 教育セミナー（イブニングセッション）

11 月 13 日（土） 18:40~19:30 共催：ニプロ株式会社 

座長：三木 健司（尼崎中央病院整形外科） 

演者：井関 雅子（順天堂大学医学部麻酔科） 

演者：岡 寛（聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター） 

 

プログラム 教育セミナー（ランチョンセッション）

11 月 14 日（日） 12:30~13:30 共催：明治製菓株式会社 

座長：松本美富士（藤田保健衛生大学七栗サナトリウム内科） 

演者：福永幹彦（関西医科大学医学部心療内科学講座） 

 

第３会場：大隈会館 2 階 Ｎ2 会議室 
プログラム 教育セミナー（ランチョンセッション）

 

11 月 13 日（土） 12:30~13:30  共催：化研生薬株式会社 

座長：後藤 眞（桐蔭横浜大学医用工学部・横浜総合病院リウマチ科） 

演者：小泉修一（山梨大学医学部薬理学教室）、天野恵子（清風荘病院 女性外来）、 

三木健司（尼崎中央病院整形外科・大阪大学疼痛医療センター） 

 

11 月 14 日（日） 12:30~13:30 共催：日本臓器株式会社 

座長：中井吉英（関西医科大学） 

演者：横田俊平（横浜市立大学医学部小児科） 

 


